
「たけのこ」をテーブルへ。地域資源を
りきまずに活用した癒やしのお食事処

 「のうきや米米」。なんとも気になるお店の名前
に興味津々でインタビューに出かけた。到着したの
は、新野町の農機具を販売するお店。迎えて頂いた
「のうきや米米」のオーナー西條さんは、農機具の
販売を業としながらも、竹林再生グループ、そして
女性起業支援グループとの出会いで、竹の活用と食
への関心から、飲食店をスタートさせたとのこと。
「お客様に、お腹いっぱいに食べて頂きたい」とい
うお気持ちは、たけのこに始まり、椎茸、すだち、
安心安全のお米等で創作する自慢のお料理に現れて
いる。朝4時起床で仕込みにお店に出かけて開店前に
は店を出て農機の販売店に立たれるとのこと、エネ
ルギッシュで魅力的な西條さんにはお店ではなかな
かお会いできないようだ。
「ピアスの穴で風を感じるんよ」とその楽しさを表
現して下さった趣味のバイクツーリングは西條さん
の原動力にちがいない。
試作中のケークサレの県内外への販売、儲かる農家
さんのネットワーク作りと、やりたいことはつきな
い。いろいろなものへの関心と、行動力は、社会の
サステナブルを支える原動力となることを教えて頂
いた気がした。

Profile

のうきや米米
2016年オープン以来、人の身体のもとになる食材にとことんこだわり、毎朝精米
仕立ての白米と季節の食材で作った定食を提供される、阿南市の人気定食店


